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リンパ浮腫の早期発見・モニタリングを目的とした、
セルフケアを支援する家庭用リンパ浮腫モニタの開発（２０２５年度～２０２６年度）

所在地：千葉県千葉市
設立年：２０２５年
HP：

https://www.tomocloud.co.jp

株式会社TOMOCLOUD
（千葉大学発スタートアップ）

リンパ浮腫は、特定のがん治療後に発生しやすく、悪化すると完治が難しい進行性の慢性疾患である。
リンパ浮腫の治療の中心は家庭でのセルフケアであるものの、日々変動する浮腫状態に対応した適切
なケアを行うには、信頼性の高いセルフケア指標が不可欠である。しかし、現在、患者（潜在患者含む）
が日常的に自身のリンパ浮腫の状態を簡便にモニタリングできる機器は存在せず、セルフケアの質が
十分に担保されていない為、結果として患者のQOL（生活の質）が著しく低下する。

そこで、リンパ浮腫早期発見・モニタリングを『安価で簡易に家庭で』することで、患者がセルフケア効果
を可視化できるようになり、適切なセルフケアが実施されることで、リンパ浮腫患者のQOLを向上させる。

本研究開発では、セルフケアを支援する家庭用リンパ浮腫モニタ（製品名：LTモニタLite）を開発するこ
とによって課題解決を図る。 『LTモニタLite』は、患者アプリ・専用センサから構成され、患者がセルフケ
ア効果を可視化できるようになり、適切なセルフケアをサポートする。

本研究開発では、特にソフトウェアの高精度化、センサーの高精度化、ニーズの深堀を行うことで、プロ
トタイプ完成を目指す。

作成/更新：２０２６年１月

本研究開発において、家庭用リンパ浮腫モニタのプロトタイプ開発を進めている。特に、小型化・低消費
電力化に向けた検討を製造会社と連携して進めている。

また、浮腫の日内・日差変動を解析するアルゴリズムを、高いユーザビリティを備えたアプリに搭載し、
MVP開発に向けて推進している。
2025年12月にベンチャーキャピタルから5000万円調達
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